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　［目的］自然流産は 、 染色体異常に起 因する と考

え られ、これまで の 報告は核型分析 に よ る こ とか

ら、培養による artifact や少数の metaphase の 検討

に とどまっ て い た 。 そ こ で、interphaseで も

aneuploidy の検出が 可能なFluorescence ・in・situ

hybridization（FISH＞法を用 い 、流産絨毛 を対象と

した染色体異常の検出を検討 した 。 　［方法1 自然

流産40症例よ り絨毛を採取し、trophoblastを単離

して作製 したsmear 標本にFISH法を行っ た 。
　FISH

に は 16番 、 18番 、 X 、
　 Y染色体ceutromere に対す

る BiotinもしくはDigoxygenin標識 α
．
satellite　DNA

pr。be（Qpcgr社製）を用い た 。 人工妊娠中絶 10症例

に対 しでも同様の方法で 比較検討 した 。 対照 とし
・
て ヒ ト正常 リ ンパ 球 を用い 、各症例に つ き100個

以上 の 細胞 を観察 し、sig照 1数を算定した 。　「成

績］自然流産40症 例中、 Xmonosomy が 2例（5％）、

XXY が 1例（2．5％）、

．
16　trisomyが 4例（10 ％ ）x 　18

trisomyが 4例（10％ ）、　tviploidyが 1例（15％）の合計

1？例 （30％）に染色体異常を認めた   trisomyり う

ち の 1例は モ ザイ クで あっ た
。 人 工 妊娠 中絶10症

例の 中か ら1例 に16trisomyを認めた 。　［結論］

自然流産にお ける 染毎体異常 の 検出 にFISH法を

用 い たとこ ろ、従来の核型分析の結果 と同等以上

の 頻度で異常が検出され 、 さ らに、核型分析で見

逃 され て V．ttた異常の検出も可能で あ り一a簡易迅速

検査法となる。

　躙 的］ ヱ ン ドセ 「1ン （ET） の i
？Z滑 筋収縮作用が

2 種 類 の ET受容体 の い ずれ を介して い るかは組 織

に よ っ て 饕 な り、また同 じ組織 で も種に よ っ て異

な る こ とが報告さ れ て い る 。 我 々 は 以 前、ET−⊥に

よ る ラ ッ ト子宮平滑筋 の 収縮 作用が ET，， 受容体 を

介 して い る こ とを報告 した ひ 今回 は ヒ ト妊娠 子 宮

平 滑筋収 縮 に お け る ET受容体 の 関与 を検討 し た 。

　匚方法］実験 の 主 旨を事前 に 説 明 し周意を得た 患

者の 帝 王 切開時 に 、そ の 子宮切開創 に 沿 っ て 約 1

c皿 x2c 皿の 子宮筋を 切除 した，， 直ち に 作成 した標

本をKrebs ．Ringer液中 に 懸垂 し て 等張 性収縮 を測

定 し た 。   ET−1の 用 量反応曲線 を求 め た。  ET、

受容体の 拮 抗薬 で あ るBQ123 の ET．．1の 収縮作用 に

及 ぼ す影響 に つ い て 検討 した 。   ET， 受容体 の 作

動薬で あ るBQ3020の 子宮収縮作用を測定 し、引 き

続きET−1の 収縮 に 及 ぼ す 影響 に っ い て も検討 し た 。

［成績］ ヒ ト妊娠子宮平滑筋 の ET−1に よ る 収縮 は

ラ ッ トに 比 べ て 粗大 で あ り 、 単位時間 あ た りの

contraction ．
area と して 評価 した 。　 （PET −1 （10

『t： 〜3xl  
’7M

） は 用量依存 的 に ヒ ト子宮 乎滑

筋を収縮さ せ た （ED ・ 、値 ＝1．88 × 10 ト；M ，　 n＝20） っ

  BQ工23　（10
’
　
”M

「
） の 前投与に よ りET−1の 用 量 反

応曲線 は有 怠 に 右方に 偏位 し、ET−1の 収縮作用 を

購 llした 融 ・1稙 ・1、2gx10
一
瓦 n・2G．Pく ．05） 。

：錦 Q3021）の 投与 （10
『　’1 〜3 × 10

−7M
） に よ り子

宮 平 滑筋は 収縮 し な か っ た Cn＝10） 。 また 、
　 BQ3 

20 （3 × 10
“7M

）投与後 もET−iに よ る収縮作用 に

影響を及 ば さ な か っ た。

［結論ユ ヒ ト妊娠子宮平 滑筋の ET ．1に よ る収縮作

用はET．受容体 を介 して お り、ET，， 受容体は 関与

して い な い こ とが 明 らか に な っ た 。
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